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第２編 男女共同参画中学生意識調査 

 

Ⅰ 調査方法 

調査対象：市内の市立中学校の２年生 

有効回収数：732 人（女性 254人 男性 255 人 その他 2人 無回答 221人） 

実施期間 ：令和 4年 11 月 
 
 

Ⅱ 調査結果のまとめ（集計・分析） 

１．あなた自身について 

・男女は、ほぼ同じ割合になっています。 

 

２．男女平等と性別役割分担意識について 

（男女平等の意識） 

 ・性別に関わらず、５割以上が否定的にとらえている項目は、「学級代表や委員会の委員長

は、女子より男子のほうが向いている」、「教室のそうじや整理整とんは、男子より女子の

ほうが向いている」、「いろいろな場面で、男子より女子のほうが甘やかされている」、「い

ろいろな場面で、女子より男子のほうが期待されている」の４項目となっています。 

（家庭でのお手伝い） 

・家庭でのお手伝いについて、女性の方が多くの項目で男性よりもお手伝いをしている割合

が高くなっています。 

（家事の分担） 

・家事は、現状「母親」が担っている割合が高くなっていますが、意識では、「男の人と、女

の人がどちらも協力してやるのがよい」の割合が、最も高くなっています。 

（男の子、女の子だから○○しなさいの経験） 

・「男の子だから○○しなさい」や、「女の子だから○○しなさい」と言われた経験は、女性

が５割で、男性の３割より割合が高くなっています。 

（男の子、女の子だから○○しなさいの経験－①言われる内容） 

  ・女性は印象や見た目が求められ、男性はたくましさを求められる傾向があります。 

（男の子、女の子だから○○しなさいの経験－②言う人物） 

  ・性別に関わらず、「母」の割合が最も高くなっています。 

（男の子、女の子だから○○しなさいの経験－③気持ち） 

  ・性別に関わらず、４割が否定的にとらえており、前回調査と比較すると、否定的にとらえ

ている割合が増加しています。 
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（男女平等の状況） 

・「家庭生活」や「学校教育の場」では、「平等だと思う」の割合が高くなっていますが、「社

会全体の場」では性別に関わらず、“男性優遇”の割合が高くなっています。 

（家庭での男女の役割分担） 

・「男は仕事、女は家庭」という考え方は、性別に関わらず否定的にとらえている割合が高く

なっています。 

（女性が仕事をすること） 

・女性が仕事をすることに対して、男女とも「どちらでもよい」の割合が高くなっていま

す。 

（女性が仕事をすること－①肯定的回答の理由） 

・「女性の能力を社会でも活用したほうがよいと思うから」の割合が最も高くなっています。 

（女性が仕事をすること－②否定的回答の理由） 

  ・「仕事と家庭の両立が難しいと思うから」の割合が最も高く、女性は、家庭を前提として仕事

をするという意識がうかがえます。 

 

３．用語について 

（男女共同参画に関する言葉の認知率） 

・性別に関わらず「ジェンダー」、「ＬＧＢＴ（エルジービーティー）」、「ＤＶ(ドメスティッ

クバイオレンス)」、「セクハラ（セクシュアル ハラスメント）」、の認知率は高いが、「ＪＫ

ビジネス(ジェイケイ ビジネス）」、の認知率は低くなっています。 

 

４．デートＤＶについて 

・「デートＤＶ」の認知率は男女とも低くなっていますが、前回調査と比較すると、「知って

いる」の割合が増加しています。 

・前回調査と比較して、すべての項目について、「デートＤＶだと思う」の割合が増加してお

り、「デートＤＶではない」の割合が減少しています。 

・恋人との間で起こる事柄についての判断は、「なぐるふりをしたり、刃物を突きつけておど

す」、「性的な画像や動画（写メ）などを勝手に撮ったりＳＮＳなどに載せたりする」、「キ

スや性的な行為を同意なく一方的にする」、「大声でどなる」など、精神的暴力や性的暴力

がデートＤＶとして高く認識されている一方、「自分を常に優先してほしいと言う」、「「こ

んな服を着て」と服装などのチェックや指示をする」など自己中心的な事柄については、

デートＤＶとしての認識が低くなっています。 

 

  



29 

５．自分への評価について 

（自己評価） 

・自分を肯定的に捉えている割合は、女性が４割、男性が６割であり、女性の方が割合が低

くなっています。また、女性が自分を否定的に捉えている割合が６割となっています。 

（大人からの保護） 

・性別に関わらず、「周りのおとなから大切にされている」の割合が最も高くなっています。 

（相談相手） 

・男女とも、主な相談相手は「友だち」の割合が最も高く、次が「母」の順となっていま

す。「父」に相談する割合は女性よりも男性が高くなっています。 
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Ⅲ 調査結果 

１ あなた自身について 

問１ あなたの性別を記入してください。 

「女性」の割合が 34.7％、「男性」の割合が 34.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 732 ％

女性

男性

その他

無回答

34.7

34.8

0.3

30.2

0 20 40 60 80 100

（255人）

（254人）

（2人）

（221人）
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２ 男女平等と役割分担意識について 

問２ 次のことについてどう思いますか。 

女性では『２）体育は、女子より男子のほうが得意である。』で「そう思う」と「どちらかといえば

そう思う」を合わせた“そう思う”の割合が高くなっています。また、『３）学級代表や委員会の委員

長は、女子より男子のほうが向いている。』で「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」

を合わせた“そう思わない”の割合が高くなっています。 

男性では『１）家庭科は、男子より女子のほうが得意である。』、『２）体育は、女子より男子のほう

が得意である。』で“そう思う”の割合が高くなっています。また、『３）学級代表や委員会の委員長

は、女子より男子のほうが向いている。』で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

【女性】

N = 254

１）家庭科は、男子より女子の
　　ほうが得意である。

２）体育は、女子より男子の
　　ほうが得意である。

３）学級代表や委員会の委員長
　　は、女子より男子のほうが
　　向いている。
４）教室のそうじや整理整とん
　　は、男子より女子のほうが
　　向いている。
５）いろいろな場面で、男子より
　　女子のほうが甘やかされて
　　いる。
６）いろいろな場面で、女子より
　　男子のほうが期待されて
　　いる。

10.6

15.4

0.4

10.2

6.3

3.5

41.7

42.1

8.3

37.4

30.7

20.1

14.6

14.6

31.5

16.9

24.8

29.1

32.7

27.6

59.4

35.0

36.6

45.7

0.4

0.4

0.4

0.4

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【男性】

N = 255

１）家庭科は、男子より女子の
　　ほうが得意である。

２）体育は、女子より男子の
　　ほうが得意である。

３）学級代表や委員会の委員長
　　は、女子より男子のほうが
　　向いている。
４）教室のそうじや整理整とん
　　は、男子より女子のほうが
　　向いている。
５）いろいろな場面で、男子より
　　女子のほうが甘やかされて
　　いる。
６）いろいろな場面で、女子より
　　男子のほうが期待されて
　　いる。

20.0

23.9

4.3

19.6

25.9

8.2

38.0

35.7

12.2

28.6

22.7

20.4

10.6

14.9

27.8

16.1

25.9

26.3

31.4

25.5

54.9

34.1

24.7

42.7

0.8

1.6

0.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１）家庭科は、男子より女子のほうが得意である。 

【経年比較（性別）】 

平成 29 年度と比較すると、女性は「そう思わない」の割合が増加しています。一方、「そう思う」

の割合が減少しています。男性は「どちらかといえばそう思う」、「そう思わない」の割合が増加して

います。一方、「そう思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）体育は、女子より男子のほうが得意である。 

【経年比較（性別）】 

平成 29 年度と比較すると、性別に関わらず「どちらかといえばそう思う」の割合が増加していま

す。一方、「そう思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

10.6

20.9

20.0

37.6

41.7

43.4 

38.0

28.8 

14.6

13.3

10.6

8.8

32.7

21.4

31.4

24.1

0.4

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

15.4

25.0

23.9

39.4

42.1

33.7

35.7

30.6

14.6

14.3

14.9

7.1

27.6

26.5

25.5

22.4

0.4

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３）学級代表や委員会の委員長は、女子より男子のほうが向いている。 

【経年比較（性別）】 

平成 29年度と比較すると、女性は「そう思わない」の割合が増加しています。一方、「どちらかと

いえばそう思う」の割合が減少しています。男性は「そう思わない」の割合が増加しています。一方、

「そう思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）教室のそうじや整理整とんは、男子より女子のほうが向いている。 

【経年比較（性別）】 

平成 29年度と比較すると、性別に関わらず「そう思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

0.4

4.6

4.3

12.9

8.3

14.3

12.2

15.9

31.5

33.7

27.8

24.7

59.4

46.4

54.9

44.7

0.4

1.0

0.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

10.2

19.4

19.6

32.4

37.4

35.2

28.6

25.3

16.9

14.8

16.1

12.4

35.0

30.1

34.1

29.4

0.4

0.5

1.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５）いろいろな場面で、男子より女子のほうが甘やかされている。 

【経年比較（性別）】 

平成 29年度と比較すると、性別に関わらず「どちらかといえばそう思わない」の割合が増加してい

ます。一方、男性は「そう思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）いろいろな場面で、女子より男子のほうが期待されている。 

【経年比較（性別）】 

平成 29年度と比較すると、性別に関わらず大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

6.3

8.2

25.9

40.0

30.7

32.7

22.7

25.9

24.8

15.8

25.9

14.1

36.6

41.8

24.7

19.4

1.6

1.5

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

3.5

6.6

8.2

11.8

20.1

18.4

20.4

20.6

29.1

28.1

26.3

24.1

45.7

43.9

42.7

42.4

1.6

3.1

2.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３ あなたは家の中で、どのようなお手伝いをしますか。(あてはまるものすべてにチ

ェック) 

女性では、「食事の後かたづけ」の割合が 68.9％と最も高く、次いで「食事の準備」の割合が 63.4％、

「風呂そうじ」の割合が 42.1％となっています。 

男性では、「食事の後かたづけ」の割合が 59.2％と最も高く、次いで「食事の準備」の割合が 49.8％、

「風呂そうじ」の割合が 45.9％となっています。 

 

【性別】 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

な
に
も
し
て
い

な
い 

食
事
の
準
備 

食
事
の
後
か
た

づ
け 

そ
う
じ 

洗
た
く 

風
呂
そ
う
じ 

買
い
物 

ゴ
ミ
出
し 

き
ょ
う
だ
い
の

世
話 

家
の
仕
事
の
手

伝
い 

ペ
ッ
ト
の
世
話

や
花
の
水
や
り 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 732 9.4 54.8 62.8 36.2 35.2 43.9 28.3 29.4 22.8 25.4 27.2 2.5 0.8 

女性 254 6.3 63.4 68.9 40.9 37.4 42.1 30.7 26.8 23.6 24.4 30.3 4.7 － 

男性 255 11.4 49.8 59.2 30.6 29.8 45.9 23.5 32.2 20.0 25.5 21.6 2.0 1.2 

その他 2 50.0 － － － － － 50.0 － － － － － － 

 

【経年】 

平成 29年度調査と比較すると、「食事の後かたづけ」、「風呂そうじ」、「ゴミ出し」、「家の仕事の手

伝い」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生 問３ その他回答 

父親と一緒に棚を作ったり。 

布団の上げ下ろし 

その他 10件 

％

なにもしていない

食事の準備

食事の後かたづけ

そうじ

洗たく

風呂そうじ

買い物

ゴミ出し

きょうだいの世話

家の仕事の手伝い

ペットの世話や花の水やり

その他

無回答

9.4

54.8

62.8

36.2

35.2

43.9

28.3

29.4

22.8

25.4

27.2

2.5

0.8

11.3

53.3

53.8

31.3

32.0

35.8

25.3

24.3

18.5

19.8

26.5

2.8

1.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）
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問４ あなたの家では、食事の準備（料理）や、そうじ洗たくのような家事は、主に誰

がやっていますか。(チェックは 1つ) 

女性では、「ほとんど母親」の割合が 63.4％と最も高く、次いで「どちらかといえば母親」の割合

が 22.4％となっています。 

男性では、「ほとんど母親」の割合が 66.3％と最も高く、次いで「どちらかといえば母親」の割合

が 14.9％となっています。 

性別でみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

ほ
と
ん
ど
母
親 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
母
親 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
父
親 

ほ
と
ん
ど
父
親 

母
親
と
父
親
同
じ
く
ら
い 

そ
の
他
の
人 

無
回
答 

全体 732 63.9 17.8 0.7 1.4 9.4 4.4 2.5 

女性 254 63.4 22.4 0.4 1.2 6.7 5.1 0.8 

男性 255 66.3 14.9 0.4 1.2 9.0 5.1 3.1 

その他 2 100.0 － － － － － － 
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問５ あなたは家の中で、食事の準備（料理）や、そうじ洗たくのような家事は、誰が

やるのが一番よいと思いますか。(チェックは 1つ) 

女性では、「男の人と、女の人がどちらも協力してやるのがよい」の割合が 85.0％と最も高く、次

いで「わからない」の割合が 7.9％となっています。 

男性では、「男の人と、女の人がどちらも協力してやるのがよい」の割合が 62.0％と最も高く、次

いで「わからない」の割合が 18.8％となっています。 

 

【性別】 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

男
の
人
が
主
に
や
る

の
が
よ
い 

女
の
人
が
主
に
や
る

の
が
よ
い 

男
の
人
と
、
女
の
人

が
ど
ち
ら
も
協
力
し

て
や
る
の
が
よ
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 732 2.2 7.0 70.1 16.1 3.3 1.4 

女性 254 0.4 4.7 85.0 7.9 2.0 － 

男性 255 4.3 9.0 62.0 18.8 4.3 1.6 

その他 2 － － － 100.0 － － 

 

【経年】 

平成 29年度調査と比較すると、「男の人と、女の人がどちらも協力してやるのがよい」の割合が

増加しています。一方、「女の人が主にやるのがよい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生 問５ その他回答 

家族みんなで協力してやる 

主に家計を支えている人は仕事に専念し、もう片方の人は家事担当にしたらいいと思う 

時間ある人 

両親など関係なしに家族で空いた時間があれば率先してやる 

じゃんけんで負けたひと、じゅんばんせい 

手が空いている人がやる。自分ができないなら文句言わない 

お互いが納得できる形であれば男性だけであろうが女性だけであろうがもしくはどちらでなく

ともよい。 

その他 17件 

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

％

男の人が主にやるのがよい

女の人が主にやるのがよい

男の人と、女の人がどちらも協力してやる
のがよい

わからない

その他

無回答

2.2

7.0

70.1

16.1

3.3

1.4

2.0

16.0

63.3

15.0

2.8

1.0

0 20 40 60 80 100
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問６ あなたは、「男の子だから○○しなさい」や、「女の子だから○○しなさい」と言

われたことがありますか。(チェックは 1つ) 

女性では、「あまり言われない」の割合が 32.3％と最も高く、次いで「ときどき言われる」の割合

が 30.3％、「よく言われる」の割合が 18.9％となっています。 

男性では、「まったく言われない」の割合が 36.9％と最も高く、次いで「あまり言われない」の割

合が 32.9％、「ときどき言われる」の割合が 18.4％となっています。 

 

【性別】 

単位：％   

区分 

N
（
件
） 

よ
く
言
わ
れ
る 

と
き
ど
き
言
わ
れ
る 

あ
ま
り
言
わ
れ
な
い 

ま
っ
た
く
言
わ
れ
な
い 

無
回
答 

全体 732 12.8 24.9 32.2 26.9 3.1 

女性 254 18.9 30.3 32.3 16.5 2.0 

男性 255 8.6 18.4 32.9 36.9 3.1 

その他 2 50.0 － － 50.0 － 

 

 

【経年】 

平成 29年度調査と比較すると、「あまり言われない」「まったく言われない」の割合が増加してい

ます。一方、「よく言われる」、「ときどき言われる」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

％

よく言われる

ときどき言われる

あまり言われない

まったく言われない

無回答

12.8

24.9

32.2

26.9

3.1

20.5

32.3

26.3

18.3

2.8

0 20 40 60 80 100
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問６-① 【問６で、「１．よく言われる」「２．ときどき言われる」と答えた人にお聞き

します。】 

     どのようなとき、どのような事について言われますか。(あてはまるものすべ

てにチェック) 

女性では、「言葉づかい」の割合が 60.0％と最も高く、次いで「すわり方」の割合が 56.0％、「服装

や髪型」の割合が 44.0％、「整理整とん」の割合が 44.0％となっています。 

男性では、「泣いたとき」の割合が 55.1％と最も高く、次いで「言葉づかい」の割合が 23.2％、「ス

ポーツをするとき」の割合が 23.2％となっています。 

 

【性別】 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

言
葉
づ
か
い 

服
装
や
髪
型 

整
理
整
と
ん 

お
手
伝
い 

食
事
の
仕
方 

す
わ
り
方 

歩
き
方 

勉
強 

全体 276 48.9 34.8 31.9 23.6 21.0 39.5 16.3 17.0 

女性 125 60.0 44.0 44.0 26.4 23.2 56.0 22.4 10.4 

男性 69 23.2 20.3 10.1 20.3 11.6 8.7 4.3 20.3 

その他 1 100.0 － － － － 100.0 － － 

 

区分 

見
る
テ
レ
ビ
番
組 

友
だ
ち
関
係 

お
金
の
使
い
方 

家
に
帰
る
時
刻 

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
き 

泣
い
た
と
き 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
色
を

選
ぶ
と
き 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 6.5 10.1 7.6 19.2 13.4 21.4 12.3 4.3 1.1 

女性 7.2 8.0 6.4 28.0 1.6 7.2 12.8 1.6 0.8 

男性 4.3 8.7 7.2 2.9 23.2 55.1 15.9 4.3 － 

その他 － － － － － － － － － 
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【経年】 

平成 29年度調査と比較すると、「服装や髪型」、「歩き方」、「泣いたとき」、「キャラクターや色を

選ぶとき」の割合が増加しています。一方、「家に帰る時刻」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生 問６-① その他回答 

シャープペンシルの柄 

力仕事 

荷物を持たされる 

性格 

怪我をしたとき 

その他７件 

 

 

 

令和４年度調査

（N = 276）

平成29年度調査

（N = 211）

％

言葉づかい

服装や髪型

整理整とん

お手伝い

食事の仕方

すわり方

歩き方

勉強

見るテレビ番組

友だち関係

お金の使い方

家に帰る時刻

スポーツをするとき

泣いたとき

キャラクターや色を

その他

無回答

48.9

34.8

31.9

23.6

21.0

39.5

16.3

17.0

6.5

10.1

7.6

19.2

13.4

21.4

12.3

4.3

1.1

49.3

28.0

35.1

24.2

17.1

38.4

10.9

16.1

4.3

11.4

8.1

28.0

12.3

11.4

4.7

5.7

2.4

0 20 40 60 80 100
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問６-② 【問６で、「１．よく言われる」「２．ときどき言われる」と答えた人にお聞き

します。】 

     それは、誰に言われますか。(あてはまるものすべてにチェック) 

女性では、「母」の割合が 78.4％と最も高く、次いで「祖母」の割合が 29.6％、「父」の割合が 25.6％

となっています。 

男性では、「母」の割合が 58.0％と最も高く、次いで「父」の割合が 37.7％、「友だち」の割合が

13.0％となっています。 

 

【性別】 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

母 父 祖
母 

祖
父 

兄
弟
、
姉
妹 

親
戚
や
い
と
こ 

学
校
の
先
生 

塾
や
習
い
事
の
先
生 

友
だ
ち 

近
所
の
人 

そ
の
他
の
人 

無
回
答 

全体 276 71.0 34.8 21.4 5.8 9.4 5.1 6.5 2.5 12.7 3.3 1.8 3.3 

女性 125 78.4 25.6 29.6 6.4 5.6 7.2 5.6 1.6 8.8 1.6 0.8 2.4 

男性 69 58.0 37.7 10.1 5.8 7.2 2.9 4.3 1.4 13.0 2.9 2.9 5.8 

その他 1 － － － － － － － 100.0 100.0 － － － 

 

【経年】 

平成 29年度調査と比較すると、「母」、「父」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生 問６-② その他回答 

保育園の先生 

主に学校の人 

その他２件 

令和４年度調査

（N = 276）

平成29年度調査

（N = 206）

％

母

父

祖母

祖父

兄弟、姉妹

親戚やいとこ

学校の先生

塾や習い事の先生

友だち

近所の人

その他の人

無回答

71.0

34.8

21.4

5.8

9.4

5.1

6.5

2.5

12.7

3.3

1.8

3.3

84.0

39.8

20.9

5.8

10.2

6.8

6.8

3.4

13.1

2.4

0.5

0.5

0 20 40 60 80 100
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問６-③ 【問６で、「１．よく言われる」「２．ときどき言われる」と答えた人にお聞き

します。】 

     あなたは、その時どんな気持ちがしましたか。(チェックは 1 つ) 

「なぜ「男だから」、「女だから」と言われるのか不思議だ」の割合が 42.8％と最も高く、次いで「な

んとも思わなかった」の割合が 27.5％、「いやな気持ちはしたが、少しそうだと思った」の割合が 15.9％

となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「なぜ「男だから」、「女だから」と言われるのか不思議だ」、「なん

とも思わなかった」の割合が増加しています。一方、「いやな気持ちはしたが、少しそうだと思った」、

「そのとおりだと思った」の割合が減少しています。 

【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

な
ぜ
「
男
だ
か
ら
」
、
「
女

だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
の

か
不
思
議
だ 

い
や
な
気
持
ち
は
し
た

が
、
少
し
そ
う
だ
と
思
っ

た そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ
た 

な
ん
と
も
思
わ
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 276 42.8 15.9 8.0 27.5 5.1 0.7 

女性 125 40.0 18.4 9.6 22.4 8.8 0.8 

男性 69 44.9 17.4 5.8 27.5 2.9 1.4 

その他 1 － － 100.0 － － － 

 

中学生 問６-③ その他回答 

イライラした 

男とか女とか関係ない 

つらく感じた 

うっとうしいと思った 

とても嫌になった。そんなこと言われるなら男がよかったとも思った。 

自分自身も気を付けた方が良いと思ったが、少し古い考えだと思った。 

その他８件 

令和４年度調査

（N = 276）

平成29年度調査

（N = 206）

％

なぜ「男だから」、「女だから」と言われ
るのか不思議だ

いやな気持ちはしたが、少しそうだと思っ
た

そのとおりだと思った

なんとも思わなかった

その他

無回答

42.8

15.9

8.0

27.5

5.1

0.7

32.0

24.8

16.5

20.9

5.3

0.5

0 20 40 60 80 100



43 

問７ あなたは、次の場面で男女がどの程度、平等になっていると思いますか。 

性別に関わらず、同様の傾向となっており、『③  社会全体の場で』で「男性の方が優遇されている

と思う」と「どちらかといえば男性の方が優遇されていると思う」を合わせた“男性優遇”の割合が

高くなっています。また、『②  学校教育の場で』で「平等だと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①家庭生活の場で 

「平等だと思う」の割合が 44.0％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 26.4％、「どちらか

といえば女性の方が優遇されていると思う」の割合が 10.9％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

男性の方が優遇されていると思う

どちらかといえば男性の方が優遇されてい
ると思う

平等だと思う

どちらかといえば女性の方が優遇されてい
ると思う

女性の方が優遇されていると思う

わからない

無回答

3.6

10.4

44.0

10.9

4.1

26.4

0.7

2.5

7.0

47.5

10.0

5.3

20.0

7.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

【女性】

N = 254

①  家庭生活の場で

②  学校教育の場で

③  社会全体の場で

5.5

0.8

12.2

11.8

6.3

25.6

42.1

55.5

18.5

11.0

10.2

9.8

2.8

2.0

2.8

26.4

24.4

30.7

0.4

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されていると思う

どちらかといえば男性の方が優遇されていると思う

平等だと思う

どちらかといえば女性の方が優遇されていると思う

女性の方が優遇されていると思う

わからない

無回答

【男性】

N = 255

①  家庭生活の場で

②  学校教育の場で

③  社会全体の場で

2.7

2.0

9.0

11.4

2.0

23.5

44.3

49.4

23.9

12.2

18.8

11.4

4.3

5.5

3.5

23.9

18.8

27.5

1.2

3.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②学校教育の場で 

「平等だと思う」の割合が 51.4％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 23.1％、「どちらか

といえば女性の方が優遇されていると思う」の割合が 14.3％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③社会全体の場で 

「わからない」の割合が 30.5％と最も高く、次いで「どちらかといえば男性の方が優遇されている

と思う」の割合が 23.1％、「平等だと思う」の割合が 22.4％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「どちらかといえば男性の方が優遇されていると思う」、「わからな

い」の割合が増加しています。一方、「平等だと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

男性の方が優遇されていると思う

どちらかといえば男性の方が優遇されてい
ると思う

平等だと思う

どちらかといえば女性の方が優遇されてい
ると思う

女性の方が優遇されていると思う

わからない

無回答

1.2

3.4

51.4

14.3

4.8

23.1

1.8

0.5

3.5

49.3

14.3

6.8

18.0

7.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

％

男性の方が優遇されていると思う

どちらかといえば男性の方が優遇されてい
ると思う

平等だと思う

どちらかといえば女性の方が優遇されてい
ると思う

女性の方が優遇されていると思う

わからない

無回答

10.1

23.1

22.4

9.2

4.1

30.5

0.7

6.8

14.8

29.3

10.8

7.3

23.0

8.3

0 20 40 60 80 100
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問８ 「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはどう思いますか。

(チェックは 1つ) 

女性では、「間違った考え方だと思う」の割合が 63.0％と最も高く、次いで「どちらかといえば

違うと思う」の割合が 18.1％、「わからない」の割合が 11.8％となっています。 

男性では、「間違った考え方だと思う」の割合が 38.8％と最も高く、次いで「わからない」の割

合が 25.1％、「どちらかといえば違うと思う」の割合が 18.8％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「間違った考え方だと思う」の割合が増加してい

ます。一方、「どちらかといえばそう思う」、「そのとおりだと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【女性】
％

間違った考え方だと思う

どちらかといえば違うと思う

どちらかといえばそう思う

そのとおりだと思う

わからない

無回答

63.0

18.1

5.5

0.4

11.8

1.2

25.0

24.5

25.0

4.1

21.4

0.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 254）

平成29年度調査

（N = 196）

【男性】
％

間違った考え方だと思う

どちらかといえば違うと思う

どちらかといえばそう思う

そのとおりだと思う

わからない

無回答

38.8

18.8

9.4

3.9

25.1

3.9

20.6

14.7

22.4

10.6

28.8

2.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 255）

平成29年度調査

（N = 170）
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問８-① 【問８で「１．間違った考え方だと思う」や「２．どちらかといえば違うと思

う」と答えた人に聞きます。】 

     特にそう思う理由はなんですか。（特にあてはまるもの３つにまでに◯） 

女性では、「固定的な男性と女性の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」の割合が

75.2％と最も高く、次いで「男女平等に反すると思うから」の割合が 60.7％、「自分の両親もとも

に働いていたから」の割合が 28.6％となっています。 

男性では、「固定的な男性と女性の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」の割合が

68.7％と最も高く、次いで「男女平等に反すると思うから」の割合が 51.0％、「男性も女性も働い

た方が多くの収入を得られるから」の割合が 24.5％、「自分の両親もともに働いていたから」の割

合が 24.5％となっています。 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

固
定
的
な
男
性
と
女
性
の
役
割
分
担
の
意

識
を
押
し
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら 

女
性
が
働
い
て
能
力
を
発
揮
し
た
方
が
、
個

人
や
社
会
に
と
っ
て
良
い
と
思
う
か
ら 

男
性
も
女
性
も
働
い
た
方
が
、
多
く
の
収
入

を
得
ら
れ
る
と
思
う
か
ら 

男
女
平
等
に
反
す
る
と
思
う
か
ら 

家
事
・
育
児
・
介
護
と
両
立
し
な
が
ら
、
女

性
が
働
き
続
け
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う

か
ら 

自
分
の
両
親
も
と
も
に
働
い
て
い
た
か
ら 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 501 68.1 16.2 19.0 53.7 11.2 25.7 6.4 1.0 － 

女性 206 75.2 11.7 14.1 60.7 13.6 28.6 7.3 0.5 － 

男性 147 68.7 22.4 24.5 51.0 6.8 24.5 4.8 2.0 － 

その他 1 100.0 100.0 － － 100.0 － － － － 

 

 

中学生 問 8-①  その他回答 

古い考え方だし、人によっては男性が育児に向いていたり女性が働いて多くの収入を得られる

ケースもあるから。 

ヨーロッパでは、収入の多いほうが働いてもう一人は子供の世話や家のことをするから。 

女の人だって働きたい人もいると思うし、逆の考えもあると思うので決めつけるのは良くない

と思うからです。 

男性ならではの考えや女性ならではの考えなど両方それぞれにしかない良さがあるから 

男性とか女性とか関係なくその人によって得意苦手あるからその家庭によって分担は違ってい

いと思う 

それぞれ個人だから、男は仕事・女は家庭という思考は間違っていると思うから。 

差別だと思った。 

男の人が、「俺が稼いでる」とか言ってきそう 

その他 23件 
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問８-② 【問８で「３．どちらかといえばそう思う」や「４．そのとおりだと思う」と

答えた人に聞きます。】 

     特にそう思う理由はなんですか。（特にあてはまるもの３つにまでに◯） 

女性では、「家事・育児・介護と両立しながら、女性が働き続けることは大変だと思うから」の割

合が 53.3％と最も高く、次いで「女性が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思う

から」の割合が 40.0％、「日本の伝統的な家庭のあり方だと思うから」の割合が 26.7％、となって

います。 

   男性では、「家事・育児・介護と両立しながら、女性が働き続けることは大変だと思うから」

の割合が 44.1％と最も高く、次いで「女性が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良い

と思うから」の割合が 35.3％、「男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」の

割合が 35.3％となっています。 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

女
性
が
家
庭
を
守
っ
た
方
が
、
子
ど
も
の
成

長
な
ど
に
と
っ
て
良
い
と
思
う
か
ら 

家
事
・
育
児
・
介
護
と
両
立
し
な
が
ら
、
女

性
が
働
き
続
け
る
こ
と
は
大
変
だ
と
思
う
か

ら 男
性
が
外
で
働
い
た
方
が
、
多
く
の
収
入
を

得
ら
れ
る
と
思
う
か
ら 

日
本
の
伝
統
的
な
家
族
の
あ
り
方
だ
と
思
う

か
ら 

自
分
の
両
親
も
役
割
分
担
し
て
い
た
か
ら 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 70 34.3 51.4 37.1 20.0 14.3 4.3 10.0 － 

女性 15 40.0 53.3 20.0 26.7 20.0 6.7 6.7 － 

男性 34 35.3 44.1 35.3 20.6 17.6 2.9 14.7 － 

その他 － － － － － － － － － 

 

 

中学生 問 8-②  その他回答 

どっちもきついこと 

役割分担出来てるから 

その他１件 
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問９ 女性が仕事をすることについて、あなた自身はどのように考えますか。(チェック

は 1つ) 

「どちらでもよい」の割合が 46.2％と最も高く、次いで「結婚や出産などで仕事をやめても、再び

仕事をするほうがよい」の割合が 19.4％、「わからない」の割合が 15.7％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「どちらでもよい」の割合が増加しています。一方、「結婚や出産な

どで仕事をやめても、再び仕事をするほうがよい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

ず
っ
と
仕
事
を
し
続
け
る
ほ
う
が

よ
い 

結
婚
や
出
産
な
ど
で
仕
事
を
や
め

て
も
、
再
び
仕
事
を
す
る
ほ
う
が
よ

い 結
婚
や
出
産
す
る
ま
で
の
間
だ
け
、

仕
事
を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

女
性
は
仕
事
を
し
な
い
ほ
う
が
よ

い ど
ち
ら
で
も
よ
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 732 4.1 19.4 10.0 1.2 46.2 15.7 2.9 0.5 

女性 254 2.8 21.3 9.1 － 48.4 15.0 3.5 － 

男性 255 3.5 18.0 10.6 2.0 46.3 17.3 1.6 0.8 

その他 2 － － － － 100.0 － － － 

 

中学生 問９ その他回答 

男性と話し合って育児がおろそかにならない程度なら仕事を続けてほしい。 

こどもが一番になって仕事はもういいならやめればいいし、そうじゃないのに無理にやめる必

要はない。 

自分にとってやりやすいやり方を相談したりして決めるのがいい 

その他 18件 

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

％

ずっと仕事をし続けるほうがよい

結婚や出産などで仕事をやめても、再び仕
事をするほうがよい

結婚や出産するまでの間だけ、仕事をする
ほうがよい

女性は仕事をしないほうがよい

どちらでもよい

わからない

その他

無回答

4.1

19.4

10.0

1.2

46.2

15.7

2.9

0.5

7.3

29.8

12.5

3.0

33.3

11.0

1.8

1.5

0 20 40 60 80 100
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問９-① 【問９で「１．ずっと仕事をし続けるほうがよい」や「２．結婚や出産などで

仕事をやめても、再び仕事をするほうがよい」と答えた人に聞きます。】 

     それは、どのような理由からですか。(あてはまるものすべてにチェック) 

「女性の能力を社会でも活用したほうがよいと思うから」の割合が 54.7％と最も高く、次いで「女

性も働くことで、社会とのつながりを持てると思うから」の割合が 51.2％、「夫婦で働いたほうが多

くの収入を得られるから」の割合が 44.8％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「女性も働くことで、社会とのつながりを持てると思うから」、「女

性も経済力を持ち自立したほうがよいと思うから」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生 問９-① その他回答 

男性だけは、男女平等ではないと思ったから 

 

  

令和４年度調査

（N = 172）

平成29年度調査

（N = 148）

％

女性の能力を社会でも活用したほうがよいと思うか
ら

女性も働くことで、社会とのつながりを持てると思
うから

女性も経済力を持ち自立したほうがよいと思うから

夫婦で働いたほうが多くの収入を得られるから

少子高齢化で働ける人が減っているので、女性も働
いたほうがいいと思うから

その他

無回答

54.7

51.2

28.5

44.8

16.9

1.2

0.0

50.7

43.9

17.6

47.3

18.2

3.4

1.4

0 20 40 60 80 100
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問９-② 【問９で「３．結婚や出産するまでの間だけ、仕事をするほうがよい」や

「４．女性は仕事をしないほうがよい」と答えた人に聞きます。】 

         それは、どのような理由からですか。(あてはまるものすべてにチェック) 

「仕事と家庭の両立が難しいと思うから」の割合が 65.9％と最も高く、次いで「働き続けるのは大

変そうだと思うから」の割合が 46.3％、「女性は家庭を守るべきだと思うから」、「子どもはずっと母

親が面倒をみたほうがよいと思うから」の割合が 18.3％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「働き続けるのは大変そうだと思うから」の割合が増加しています。

一方、「女性は家庭を守るべきだと思うから」、「子どもはずっと母親が面倒をみたほうがよいと思う

から」、「男性が家族を養うべきだと思うから」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生 問９-② その他回答 

子どもが小さいと面倒を見ないといけない 

家事に専念するため。 

女の人は仕事があまりできないから 

 

  

令和４年度調査

（N = 82）

平成29年度調査

（N = 62）

％

女性は家庭を守るべきだと思うから

仕事と家庭の両立が難しいと思うから

働き続けるのは大変そうだと思うから

子どもはずっと母親が面倒をみたほうがよ
いと思うから

男性が家族を養うべきだと思うから

その他

無回答

18.3

65.9

46.3

18.3

4.9

3.7

1.2

25.8

62.9

30.6

25.8

19.4

3.2

4.8

0 20 40 60 80 100
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３ 用語について 

問１０ あなたは次の言葉を知っていますか。(チェックはそれぞれ 1つ) 

性別に関わらず、同様の傾向となっており、『４）セクハラ（セクシュアルハラスメント）』で「知

っている」の割合が最も高くなっています。また、『５）ＪＫビジネス（ジェイケイビジネス）』で「知

らない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【女性】

N = 254

１）ジェンダー

２）ＬＧＢＴ
　　（エルジービーティー）

３）ＤＶ
　　(ドメスティックバイオレンス)

４）セクハラ
　　（セクシュアルハラスメント）

５）ＪＫビジネス
　　（ジェイケイビジネス）

６）性別役割分担意識

７）男女共同参画社会

76.4

69.3

76.0

92.9

19.7

47.2

37.8

17.7

11.8

9.1

5.5

15.7

12.2

23.2

5.1

17.7

14.2

1.2

64.2

40.2

38.6

0.8

1.2

0.8

0.4

0.4

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【男性】

N = 255

１）ジェンダー

２）ＬＧＢＴ
　　（エルジービーティー）

３）ＤＶ
　　(ドメスティックバイオレンス)

４）セクハラ
　　（セクシュアルハラスメント）

５）ＪＫビジネス
　　（ジェイケイビジネス）

６）性別役割分担意識

７）男女共同参画社会

63.1

60.4

63.1

82.4

20.8

34.9

34.1

17.6

12.2

12.5

9.8

11.8

16.1

20.8

18.0

25.9

23.5

7.5

67.1

48.6

44.3

1.2

1.6

0.8

0.4

0.4

0.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答
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１）ジェンダー 

「知っている」の割合が 68.2％と最も高く、次いで「聞いたことはあるが内容は知らない」の割合

が 17.9％、「知らない」の割合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ＬＧＢＴ（エルジービーティー） 

「知っている」の割合が 64.3％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 21.3％、「聞いたことは

あるが内容は知らない」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）ＤＶ(ドメスティックバイオレンス) 

平成 29 年度調査と比較すると、性別に関わらず「知っている」の割合が増加しています。一方、

「聞いたことはあるが内容は知らない」、「知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 732 ％

知っている

聞いたことはあるが内容は知らな
い

知らない

無回答

68.2

17.9

13.0

1.0

0 20 40 60 80 100

N = 732 ％

知っている

聞いたことはあるが内容は知らな
い

知らない

無回答

64.3

13.1

21.3

1.2

0 20 40 60 80 100

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

76.0

59.2

63.1

54.1

9.1

17.9

12.5

17.1

14.2

20.9

23.5

27.1

0.8

2.0

0.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答
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４）セクハラ（セクシュアルハラスメント） 

平成 29 年度調査と比較すると、性別に関わらず、「知っている」の割合が増加しています。一方、

「聞いたことはあるが内容は知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）ＪＫビジネス（ジェイケイビジネス） 

平成 29年度調査と比較すると、男性で「聞いたことはあるが内容は知らない」の割合が減少してい

ます。一方、「知らない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

92.9

83.7

82.4

77.1

5.5

11.7

9.8

18.2

1.2

2.0

7.5

2.9

0.4

2.6

0.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

19.7

21.9

20.8

22.9

15.7

16.3

11.8

23.5

64.2

60.2

67.1

52.4

0.4

1.5

0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６）性別役割分担意識 

平成 29 年度調査と比較すると、性別に関わらず「知っている」の割合が増加しています。一方、

「知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）男女共同参画社会 

平成 29 年度調査と比較すると、性別に関わらず「知っている」の割合が増加しています。一方、

「知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

47.2

14.8

34.9

21.2

12.2

14.8

16.1

17.6

40.2

68.4

48.6

60.0

0.4

2.0

0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

37.8

12.2

34.1

21.2

23.2

20.9

20.8

15.3

38.6

65.3

44.3

62.4

0.4

1.5

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ デートＤＶについて 

問１１ あなたは、「デートＤＶ」について知っていますか。(チェックは 1つ) 

女性では、「知らない」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「知っている」の割合が 35.8％、「聞い

たことはあるが内容は知らない」の割合が 14.2％となっています。 

男性では、「知らない」の割合が 58.0％と最も高く、次いで「知っている」の割合が 25.5％、「聞い

たことはあるが内容は知らない」の割合が 14.1％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、女性は「知っている」の割合が増加しています。一方、「知らない」

の割合が減少しています。男性は「知っている」、「聞いたことはあるが内容は知らない」の割合が増

加しています。一方、「知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【女性】
％

知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

知らない

無回答

35.8

14.2

48.8

1.2

15.3

18.9

64.8

1.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 254）

平成29年度調査

（N = 196）

【男性】
％

知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

知らない

無回答

25.5

14.1

58.0

2.4

12.9

6.5

79.4

1.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 255）

平成29年度調査

（N = 170）
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問１２ 恋人の間で次のようなことが行われた場合、あなたはどう思いますか。 

性別に関わらず、『⑰なぐる、ける、突きとばす』で「デートＤＶだと思う」の割合が最も高くなっ

ています。また、『①自分を常に優先してほしいと言う』で「デートＤＶではないと思う」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【女性】

N = 254

①自分を常に優先してほしいと
　言う

②しょっちゅう電話やメールを
　してきたり、どこで誰と会って
　いるか繰り返し聞く

③言う通りにしないとすぐに
　無視したり機嫌が悪くなる

④携帯電話を勝手に見たり、
　友だちの番号やアドレスを消す
　（または、消せと言う）

⑤「こんな服を着て」と服装など
　のチェックや指示をする

⑥体型のことをあれこれ言う

⑦常に相手の考えを聞かずに、
　物事を計画したり決めたりする

⑧デート代をいつもすべて払わ
　せる

⑨家族や友だちとのつきあいや
　連絡を監視したり、制限する

⑩いやらしい雑誌や映像を同意
　なく一方的に見せる

⑪キスや性的な行為を同意なく
　一方的にする

⑫性的な画像や動画などを勝手に
　撮ったりＳＮＳなどに載せたり
　する

⑬大声でどなる

⑭なぐるふりをしたり、刃物を
　突きつけておどす

⑮「別れるなら死ぬ」などと
　言っておどす

⑯物をこわしたり、物を投げる

⑰なぐる、ける、突きとばす

7.9

29.5

50.4

67.3

29.5

45.3

36.2

53.9

75.6

64.6

69.7

79.5

72.8

86.2

66.5

84.6

89.4

50.4

33.5

14.2

8.7

34.3

20.1

23.6

12.2

3.9

6.3

6.7

2.4

5.5

1.6

9.4

3.9

0.8

41.3

36.6

34.6

23.2

35.4

33.9

39.0

33.1

19.7

28.3

22.4

16.9

20.9

11.0

22.8

10.6

9.1

0.4

0.4

0.8

0.8

0.8

0.8

1.2

0.8

0.8

0.8

1.2

1.2

0.8

1.2

1.2

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答
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【男性】

N = 255

①自分を常に優先してほしいと
　言う

②しょっちゅう電話やメールを
　してきたり、どこで誰と会って
　いるか繰り返し聞く

③言う通りにしないとすぐに
　無視したり機嫌が悪くなる

④携帯電話を勝手に見たり、
　友だちの番号やアドレスを消す
　（または、消せと言う）

⑤「こんな服を着て」と服装など
　のチェックや指示をする

⑥体型のことをあれこれ言う

⑦常に相手の考えを聞かずに、
　物事を計画したり決めたりする

⑧デート代をいつもすべて払わ
　せる

⑨家族や友だちとのつきあいや
　連絡を監視したり、制限する

⑩いやらしい雑誌や映像を同意
　なく一方的に見せる

⑪キスや性的な行為を同意なく
　一方的にする

⑫性的な画像や動画などを勝手に
　撮ったりＳＮＳなどに載せたり
　する

⑬大声でどなる

⑭なぐるふりをしたり、刃物を
　突きつけておどす

⑮「別れるなら死ぬ」などと
　言っておどす

⑯物をこわしたり、物を投げる

⑰なぐる、ける、突きとばす

14.5

28.6

41.6

61.2

24.3

39.6

34.9

48.6

62.4

52.9

60.8

67.8

52.9

71.0

56.1

69.4

72.5

35.7

26.3

19.6

7.5

32.2

22.0

22.4

12.2

5.5

8.2

6.3

3.9

10.6

3.9

11.0

3.9

3.9

49.0

43.9

38.0

29.8

42.4

37.6

41.2

38.0

31.4

38.0

31.8

27.1

34.9

23.5

31.8

25.5

22.4

0.8

1.2

0.8

1.6

1.2

0.8

1.6

1.2

0.8

0.8

1.2

1.2

1.6

1.6

1.2

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答
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①自分を常に優先してほしいと言う 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」、「わからない」の割合が増

加しています。一方、「デートＤＶではないと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②しょっちゅう電話やメールをしてきたり、どこで誰と会っているか繰り返し聞く 

平成 29年度調査と比較すると、女性では「わからない」の割合が増加し、男性では「デートＤＶだ

と思う」、「わからない」の割合が増加しています。一方、「デートＤＶではないと思う」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③言う通りにしないとすぐに無視したり機嫌が悪くなる 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。

一方、「デートＤＶではないと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

7.9

3.1

14.5

9.4

50.4

56.1

35.7

44.1

41.3

34.2

49.0

36.5

0.4

6.6

0.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

29.5

27.0

28.6

21.8

33.5

36.2

26.3

34.7

36.6

30.6

43.9

34.7

0.4

6.1

1.2

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

50.4

33.7

41.6

31.8

14.2

29.1

19.6

24.1

34.6

30.6

38.0

34.1

0.8

6.6

0.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④携帯電話を勝手に見たり、友だちの番号やアドレスを消す（または、消せと言う） 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。

一方、「デートＤＶではないと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤「こんな服を着て」と服装などのチェックや指示をする 

平成 29年度調査と比較すると、女性では「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。一方、

「デートＤＶではないと思う」の割合が減少しています。男性では、「わからない」の割合が増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥体型のことをあれこれ言う 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。

一方、「デートＤＶではないと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

67.3

57.1

61.2

53.5

8.7

13.8

7.5

10.6

23.2

23.0

29.8

27.1

0.8

6.1

1.6

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

29.5

15.8

24.3

22.9

34.3

45.4

32.2

36.5

35.4

32.7

42.4

31.2

0.8

6.1

1.2

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

45.3

24.5

39.6

26.5

20.1

37.2

22.0

29.4

33.9

32.1

37.6

33.5

0.8

6.1

0.8

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑦常に相手の考えを聞かずに、物事を計画したり決めたりする 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。

一方、「デートＤＶではないと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧デート代をいつもすべて払わせる 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨家族や友だちとのつきあいや連絡を監視したり、制限する 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。

一方、「デートＤＶではないと思う」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

36.2

18.9

34.9

28.2

23.6

37.8

22.4

27.6

39.0

36.7

41.2

34.1

1.2

6.6

1.6

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

53.9

46.9

48.6

40.0

12.2

16.8

12.2

15.9

33.1

30.1

38.0

34.1

0.8

6.1

1.2

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

75.6

59.7

62.4

50.6

3.9

10.7

5.5

11.2

19.7

22.4

31.4

28.8

0.8

7.1

0.8

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑩いやらしい雑誌や映像を同意なく一方的に見せる 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪キスや性的な行為を同意なく一方的にする 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫性的な画像や動画などを勝手に撮ったりＳＮＳなどに載せたりする 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

64.6

56.6

52.9

45.3

6.3

10.2

8.2

12.4

28.3

26.5

38.0

32.4

0.8

6.6

0.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

69.7

62.2

60.8

55.9

6.7

8.2

6.3

7.1

22.4

23.0

31.8

27.6

1.2

6.6

1.2

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

79.5

73.0

67.8

58.2

2.4

3.6

3.9

6.5

16.9

16.3

27.1

24.7

1.2

7.1

1.2

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑬大声でどなる 

平成 29年度調査と比較すると、女性では「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。男性で

は、「わからない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭なぐるふりをしたり、刃物を突きつけておどす 

平成 29年度調査と比較すると、男性では「わからない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮「別れるなら死ぬ」などと言っておどす 

平成 29年度調査と比較すると、男性では「わからない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

72.8

61.7

52.9

50.0

5.5

10.2

10.6

12.9

20.9

20.9

34.9

26.5

0.8

7.1

1.6

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

86.2

82.7

71.0

66.5

1.6

1.0

3.9

5.3

11.0

9.7

23.5

18.2

1.2

6.6

1.6

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

66.5

64.8

56.1

55.3

9.4

10.2

11.0

10.0

22.8

18.4

31.8

24.1

1.2

6.6

1.2

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑯物をこわしたり、物を投げる 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰なぐる、ける、突きとばす 

平成 29年度調査と比較すると、性別に関わらず「デートＤＶだと思う」の割合が増加しています。 

 

  

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

84.6

79.1

69.4

64.7

3.9

4.1

3.9

6.5

10.6

10.7

25.5

18.8

0.8

6.1

1.2

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大東市【令和４年】
（N = 254）

【平成29年】
（N = 196）

大東市【令和４年】
（N = 255）

【平成29年】
（N = 170）

女
性

男
性

89.4

82.7

72.5

67.6

0.8

1.5

3.9

2.9

9.1

9.2

22.4

19.4

0.8

6.6

1.2

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶだと思う デートＤＶではないと思う

わからない 無回答
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５ 自分への評価について 

問１３ あなたは、自分のことが好きですか。（チェックは１つ） 

女性では、「どちらかといえば好きではない」の割合が 33.9％と最も高く、次いで「どちらかとい

えば好き」の割合が 28.7％、「好きではない」の割合が 25.2％となっています。 

男性では、「どちらかといえば好き」の割合が 35.3％と最も高く、次いで「どちらかといえば好き

ではない」の割合が 26.3％、「好き」の割合が 21.6％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「好き」、「どちらかといえば好き」、「どちらかといえば好きではな

い」の割合が増加しています。一方、「好きではない」の割合が減少しています。 

 

【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「好き」と「どちらかといえば好き」を合わせた“好き”の割合が女性よりも男性の

方が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

好
き 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き

で
は
な
い 

好
き
で
は
な
い 

無
回
答 

全体 732 16.1 32.1 30.6 19.7 1.5 

女性 254 11.0 28.7 33.9 25.2 1.2 

男性 255 21.6 35.3 26.3 15.7 1.2 

その他 2 50.0 50.0 － － － 

 

 

  

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

％

好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば好きではない

好きではない

無回答

16.1

32.1

30.6

19.7

1.5

10.3

26.5

24.5

31.8

7.0

0 20 40 60 80 100
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問１４ あなたは、周りのおとなから大切にされていると思いますか。（チェックは１

つ） 

「大切にされていると思う」の割合が 37.3％と最も高く、次いで「どちらかといえば大切にされて

いると思う」の割合が 32.9％、「わからない」の割合が 21.3％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「大切にされていると思う」の割合が増加しています。一方、「わか

らない」の割合が減少しています。 

 

【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大
切
に
さ
れ

て
い
る
と
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大
切
に
さ
れ

て
い
な
い
と
思
う 

大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 732 37.3 32.9 3.7 3.7 21.3 1.1 

女性 254 37.8 32.3 3.1 3.1 22.8 0.8 

男性 255 34.1 34.9 5.9 4.7 19.2 1.2 

その他 2 － 50.0 50.0 － － － 

 

 

  

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）

％

大切にされていると思う

どちらかといえば大切にされていると思う

どちらかといえば大切にされていないと思
う

大切にされていないと思う

わからない

無回答

37.3

32.9

3.7

3.7

21.3

1.1

30.0

28.5

4.0

5.8

28.8

3.0

0 20 40 60 80 100
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問１５ あなたに悩みや心配事がある時、相談できる人はいますか。(あてはまるものす

べてにチェック) 

「友だち」の割合が 67.9％と最も高く、次いで「母」の割合が 54.5％、「父」の割合が 33.3％とな

っています。 

平成 29年度調査と比較すると、「学校の先生」の割合が増加しています。 

【経年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性に比べ、男性で「父」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

N
（
件
） 

母 父 祖
母 

祖
父 

兄
弟
、
姉
妹 

親
戚
や
い
と
こ 

学
校
の
先
生 

塾
や
習
い
事
の
先
生 

友
だ
ち 

ネ
ッ
ト
上
の
友
だ
ち 

そ
の
他
の
人 

い
な
い 

無
回
答 

全体 732 54.5 33.3 18.6 13.7 21.6 10.0 27.6 7.5 67.9 10.4 2.5 9.8 1.9 

女性 254 55.1 20.9 17.3 8.3 23.6 8.3 23.2 4.3 64.6 13.0 2.8 11.4 1.6 

男性 255 58.0 45.1 20.4 18.4 17.3 12.5 33.3 9.0 73.3 8.6 1.6 8.2 1.6 

その他 2 50.0 － － － － － 50.0 － 50.0 － － － － 

 

中学生 問１５ その他回答 

部活の先輩や後輩 

部活の仲間 

カウンセラー 

恋人 

猫、彼氏、 

人形 

その他 10件 

％

母

父

祖母

祖父

兄弟、姉妹

親戚やいとこ

学校の先生

塾や習い事の先生

友だち

ネット上の友だち

その他の人

いない

無回答

54.5

33.3

18.6

13.7

21.6

10.0

27.6

7.5

67.9

10.4

2.5

9.8

1.9

54.0

28.5

17.5

12.3

21.0

9.8

16.5

6.8

67.3

5.5

1.0

11.0

4.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（N = 732）

平成29年度調査

（N = 400）
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６ 自由記入 

問１６ あなたは現在、自分が男性または女性に生まれたことをよかったと思います

か。その理由も記入してください。 

「自分が男子または女子に生まれたことをよかったと思いますか。」の問いに対して、428 人が

回答しています。 

 

主な理由 

「よかったと思う」 

なぜなら力があるのでいろいろな部活に入れたり将来給料もあまり言いたくないけど女性より

多いなどの理由で男に生まれてよかったと思います 

理由は女子のほうがおしゃれもできるし、ズボンもはけるから 

最近は男らしくとかを聞かないから男に生まれてよかったと思う 

おしゃれなどできるし自分の好きなことできるから 

自分は男に生まれてとても良かったと思います。何故なら女性の方が苦労していると思ったか

らです 

男女どちらとも楽しいことがあるから多分どっちの性別で生まれていてもよかったと思うから 

 

「どちらともいえない」 

理由はただ自分は女性に生まれたから女性の生き方で自分の生き方をしているだけだから 

今持っている性を大切にして楽しめているから 

どうでもいいとかではなくて、どっちに生まれてもよいことはあるから 

 

「思わない」 

女子は友達関係とか出産とか女の子らしくなど色々めんどくさい。そもそも性別にとらわれて

いる社会が嫌 

 

「わからない、未記入」 

もしこうだったらと思うけど結局は「こうなりたかった」と思う 

女性のほうも男性のほうも大変そうだから 

  



 

 

  


